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注意：将来建築する建物イメージ図は、本学敷地の建蔽率、容積率、風致地区規制、過去の建物の形状を元に、予想イメージ図を作成している。
　　　実際に建築する場合は、その規制のルールに沿って再設計するため、形状などは異なることご承知おきください。
　　　建物の名称は、過去のマスタープランで提出した名称を継承している。実際の利用用途には合致していない場合がありますこと、ご承知おきください。
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1.これまでのキャンパス整備：第１期から第４期までの整備概要(１)
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2京都産業大学　マスタープラン

第3期計画から継続する教室、研究室の不足を解消するための施設整備（第4研究室棟、12号館など）と平行して、開学当
初に建設した建物の建替え・改修・整備といったリニューアルを実施する第4期事業を平成12（2002）年度から開始しました。
平成16（2004）年に竣工した新5号館については、開学当初に建設した建物を撤去し、同じ場所に規模・機能を一新して建替え
る最初の事例です。また、国有林の払い下げを受け開発を進めてきた神山キャンパス第3グラウンド・管理棟が平成19
（2007）年2月に完成し、同時に進めていた本山学生ホール移転施設、屋内野球練習場の新築と併せてここに第4期施設
整備計画が完了することとなりました。第4期施設整備計画により、文武双方の施設は更に充実し、大学創設から進めてき
た大学施設の基盤整備は一応の完結を迎えました。

大学規模拡大に伴い、敷地の拡大及び課外活動施設の充実が必要となりました。本山地区では充分な敷地を求めることが
不可能であったため別の場所での整備も考えましたが、あくまでも「課外活動は正課と両輪をなす」という理念に基づき、
大学機能一拠点化計画を見据え隣接する神山地区を中心に整備を進めました。第3期計画の骨格をなす整備は、体育館、練
習室等の運動施設、体育系の研究・実験室、体育系・文化系クラブの部室、文化系の練習室等の建設と、多くの自然林を有
する環境整備であり、事業内容は第２キャンパス建設に近いものとなりました。その後、特高電気設備の完成、キャンパス
情報拠点となる10号館の完成、11号館・新8号館の完成などによって本山地区の施設整備も更に充実し、「学園庭園化構想
」の骨格が形成できました。

開学のあと、しばらくは量的拡大に対応するため建築ラッシュが続きましたが、第１期キャンパス整備が終わる頃になる
とそれも小休止に入りました。キャンパスは当初の敷地より西へ、南へ伸びることとなりました。昭和50年代に入ると、
「学園庭園化構想」の具現化として教学面の充実に向け中央図書館、研究・実験室棟、神山ホール等を建設しました。ま
たキャンパス全体の環境整備については「観山庭」に代表されるランドスケープ（植栽を含む全体的な造園・環境）整備
を行いました。

景観、環境等の規制が現在ほど厳しい時代ではなかったため、創設時の本館、各教室棟、研究棟、グラウンド等は、一般
的な開発事業として整備を行いました。当時は、キャンパス周辺に粗々しい造成面が露出した状態でしたが、大学創設後
設置された緑化委員会による建物周辺や法面への樹木の植栽によって、現在では自然林と見間違うばかりの自然景観が生
まれることになりました。

2.これまでのキャンパス整備：第１期から第４期までの整備概要(２)

第１期キャンパス整備の概要（昭和40（1965）年－昭和54（1979）年）
1965

2007

本山本部地区の整備（教学ゾーン）

(1975年撮影）

(1985年撮影）

(1997年撮影）

(2005年撮影）

・総合グラウンド
・五常寮
・第２グラウンド
・第２体育館,神山寮,津の国寮,追分寮
・第１研究室棟

本山本部地区の整備（研究・実験ゾーン）

神山地区の整備（体育・課外ゾーン）

生活,教育基盤・環境の整備、課外活動環境の整備

第２期キャンパス整備の概要（昭和55（1980）年－平成4（1992）年）

第３期キャンパス整備の概要（平成5（1993）年－平成11（1999）年）

第４期キャンパス整備の概要（平成12（2000）年－平成19（2007）年）

・中央図書館
・第１,第２実験室棟（第1実験室棟増築）
・第２研究室棟
・神山ホール
・９号館

・総合体育館,課外活動棟
・第3研究室棟,神山研究室棟
・市原テニスコート
・新８号館
・国際交流会館
・10号館,11号館

・松ノ浦セミナーハウス
・総合グラウンド管理棟他
・12号館,新5号館,13号館（ロースクール棟）
・第3グラウンド（神山球技場）
・管理棟
・第4研究室棟
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■ 社会ニーズに応える新学部・学科の設置

   新学部の設置、新しい研究分野への　   
   取組み
　 
   

　　

■ 既存校舎の機能充実とリニューアル
　
   築50年を迎える施設を順次リニュー 
   アル
  

3.今後のキャンパス整備：第５期キャンパス整備の概要 第5期キャンパス整備の概要

＜社会のニーズに応える新学部の設置＞
　本学は，建学の精神に基づいた人材を育成するために，1965(昭和40)年の開学以来，一貫して先進的かつきめ細かな教育を展開してきました。
　本学の教育の特徴は，「より良い教育はより良い研究から」をモットーに，各教員の世界的に評価された研究成果が学部教育・大学院教育に還元されていることです。大学を取
り巻く環境が激変している中で，社会が求める高度な人材を育てるためには，この特徴を生かしながら知識偏重型から知識活用型に教育の軸足を移すと同時に言語能力を鍛え，
国際通用性も高めていく必要があります。そのためにも，正課学習では，特にゼミ等（演習・特別研究等）において，課題解決能力，主体性，協働性等の力を養成し，全ての学生が希
望する進路に進めるように支援をします。さらに，準備学習での反転授業の導入等，ICTの利用を促進し，BYOD(Bring Your Own Device)を活用した教育環境の充実を図ります。集
中的な学びや教室外の学び（留学，フィールドワーク，長期インターンシップ等）を促進するため，４学期制の積極的な導入や、正課外においても，クラブ活動，資格取得，国内外コ
ンテストへの参加，起業等，モチベーションの維持高揚を後押しするために，経済的支援を含めた，多くの成長機会を提供していきます。
　これらの改革を進めながら，社会の新たなニーズや環境変化に対応するために，2017(平成29)年度には，現代社会学部を新設しました。今後は既存学部・学科を再編し、新学
部の設置を含め，他の教育研究機関との関係を強化し、教育環境の拡充と同時に他の専門教育領域を取り込み、学生数15,000名を擁する日本を代表する私立大学として「選ばれ
る」大学を目指しています。

＜既存校舎の機能充実とリニューアル＞
   本学開学時の第1期施設整備において建設された校舎が数年後には築50年を順次迎えます。開学初期に建設された施設は時代の急速な進展に伴い、ハード、ソフト　 両面  
   において現状の使い手側の実情にそぐわなくなっています。また施設外観に関しても「学園庭園化構想」を基本としてきましたが、建築デザインに関しては　 とりわけ重要
   視することなく整備を行ってきたこともあり、必ずしもこの地に相応しいものとなっておりません。今後、各施設をキャンパスの総合的な景観デザインに適合させながら本館を始
   め、1号館、7号館、3号館、6号館、4号館を建替えていきます。

 建設価格高騰により第5期キャンパス
整備計画が長期化しており、期間を下
記のように修正する。
※2008～2019（修正前）
→2008～2023（修正後）
（平成26年2月諮問資料からの修正）

　
  大学の基盤整備から新学部の為の施　
設整備と既存施設リニューアルへの移行

新学部・学科改組により教員の増加な
どを踏まえ、研究室の設置や建て替え
更新において延床面積の増加が必要
である。

平成27（2015）年の開学50周年に向けた第5期キャンパス整備では、「神山自然学園構想」に基づき、教育・
研究施設の集約と高機能化、周辺からの眺望景観や自然環境の保全、更に京都市民や地域との連携も視野に入
れながら、キャンパス整備を行います。
この構想に基づき、新しい時代に向けた新学部の為の施設整備と築後50年を迎える既存施設のリニューアルという
新旧双方の施設の共存共栄をハードの面における一つの主題とします。
一方ソフトの面においては地域との共生を理想とするキャンパス整備を推進することを重要な主題と位置づけつ
つ、既存の恵まれた環境を最大限活用したキャンパスアメニティ（キャンパス空間・学習環境）の整備・充実
を図ります。
加えて、自然環境の保護と良好な眺望景観の保全を図り上賀茂・神山の地にふさわしいキャンパスとします。

地域と共に歩むキャンパス空間の創造

・学内インフラ整備（バスプール整備等）
・新学部設立
・新施設設置（天文台設置等）
・既存施設の建替・拡張（図書館拡張等）
・学生寮の新築（新追分寮の設置等）

第５期キャンパス整備の概要（平成20（2008）年－平成35（2023）年）

2023

2008



N
本山地区

神山地区

神山第２地区

文化・スポーツエリア

国際交流エリア

教学エリア

4.今後のキャンパス整備方針：「神山自然学園構想」

① 機能の集約化と高機能化を図ります

② 自然環境の保護と良好な眺望景観の保全を図ります

③ 京都市民や地域住民との連携を強化します

① 機能の集約化と高機能化を図ります

② 自然環境の保護と良好な眺望景観の保全を図ります

③ 京都市民や地域住民との連携を強化します

「本山地区」は“教学エリア”として、教育・研究のための施設を集約させます。
「神山地区」は“文化・スポーツエリア”として、課外活動の中心の場として整備を行います。
「神山第２地区」は“国際交流エリア”として、異なる国々の文化に触れる環境を整備します。

「本山地区」は“教学エリア”として、教育・研究のための施設を集約させます。
「神山地区」は“文化・スポーツエリア”として、課外活動の中心の場として整備を行います。
「神山第２地区」は“国際交流エリア”として、異なる国々の文化に触れる環境を整備します。

神山自然学園構想における基本コンセプト神山自然学園構想における基本コンセプト

神山地区総合グラウンド地区

神山第２地区

本山地区

京都産業大学　マスタープラン 4



中央図書館

第5研究室棟

15号館
総合生命科学部

14号館
コンピュータ理工学部

6号館
大教室棟

5号館
経済学部
経営学部

8号館
食堂・福利厚生棟3号館

外国語学部

12号館
教室

神山天文台

本館

16号館

9号館

第1実験室棟

第2研究室棟

4号館
法学部

バスプール

総合体育館

神山球技場

課外活動棟第2課外活動棟

神山ホール

第2実験室棟

第3研究室棟

第4研究室棟

11号館
文化学部

第1研究室棟

13号館
法科大学院

10号館
教室
学生部・教学センター

1号館
教室・入学センター・進路センター

温室

林間亭(茶室)

7号館
食堂・部室棟

新2号館
サギタリウス館

新7号館
雄飛館

新1号館
万有館

キャンパス現況写真     （2016.07撮影）京都産業大学　マスタープラン 5
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6.キャンパスの法規制：用途地域・高度地区の状況

本山地区

神山地区

神山第2地区

第一種低層住居専用地域

容積率（％）

高度地区の種別

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

敷地境界線

N

0 100 200m



7京都産業大学　マスタープラン

7.キャンパスの法規制：風致地区等

本山地区

自然風景１種自然風景１種

種１致風 種１致風

自然風景１種自然風景１種

種１致風 種１致風

自然風景１種自然風景１種

種２致風 種２致風

種２致風 種２致風

種２致風 種２致風

種３致風 種３致風

種３致風 種３致風

種３致風 種３致風

種３致風 種３致風

種５致風 種５致風

種５致風 種５致風

種１致風 種１致風

神山地区

神山第2地区

N

0 100 200m

風致地区第１種地域

風致地区第２種地域

風致地区第３種地域

風致地区第5種地域

風致地区特別修景地域

歴史的風土保存区域

歴史的風土特別保存地区

第１種自然風景保全地区

敷地境界線

風致地区

歴史的風土・緑地・自然風景
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8.キャンパスの法規制：眺望景観

上賀茂神社

本山地区

神山地区

神山第2地区

敷地境界線

保全区域

近景デザイン保全区域

遠景デザイン保全区域

遠景デザイン保全区域
（視点場から３ｋｍ以内）

視点場

面

N0 100 200m

京都産業大学敷地
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9.地区計画について

凡　　　例

現在の土地利用制限区域

現在の地区計画範囲

↓

(地区計画による樹林地として保全する自然緑地) N

0 100 200m

地区計画変遷
昭和60（1985）年
平成 8（1995）年 神山地区(約8.9ha)地区計画導入

京都市地区計画制定

平成15（2002）年 神山地区第3地区(約5.9ha)地区計画導入
平成12（1999）年 本山地区(約11.8ha),神山第2地区(約1.7ha),総合グラウンド地区(約8.2ha)地区計画導入

(神山地区)

平成20（2007）年 地区計画の変更

(神山第2地区)

(本山地区)
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10.地区計画について



■建物外観デザインについて
マスタープランに沿って建替計画を行う中で、建物のデザインの基本方針を以下に定めます。

建物の外装仕上げや色彩を統一し、周囲の景観やキャンパスの全体イメージに調和・バランス
させることを基本方針とします。

外壁のデザインについては、学内の多くの校舎と同じようにレンガを基調とします。
質感の高いレンガを使用することで、壁面に表情を持たせた計画とします。

屋根については、切妻屋根に比べ軒先の高さを低くみせる寄棟屋根を基本とし、既存校舎との
調和を図ります。また、素材も同様に既存校舎と同じ金属板段葺き屋根とすることで、素材の統
一感を図ります。

■外装仕上げ
・屋根（勾配屋根） 仕上材：金属板段葺き　　勾 配：3.0～4.5/10　　色彩：濃灰色(マンセル値：N2.0)　
                                 仕上材：アルミルーバー　 勾 配：3.0～4.5/10　　色彩：濃灰色(マンセル値：N2.0)　

）度程021＠　06×001材型出押ミルア型角（                                               
・外　壁   　           仕上材：レンガ 　　色彩：濃灰色(マンセル値：N2～4.5)　
　　　　　　　　　　　（※レンガ以外の素材を使用する際は、周囲の外壁、軒天等の素材との調和を考慮）　

外装仕上げの様子 寄棟屋根：金属板段葺き　外壁:レンガ(既存天文台)

■ルーバー屋根について

■渡り廊下・ブリッジ等の屋根について

基本的に室外機は、周囲から見えないように、
屋上部に配置する計画とします。室外機が外
気に対して有効に吸排気が行えるよう、ルーバ
ー状の勾配屋根とします。(既存理工系学部校
舎同様の意匠を踏襲)

渡り廊下・ブリッジ等に屋根を設ける場合は、外観上の存在感を抑えるため、見つけを薄く
する等の工夫を凝らし、また周囲の既存建物との色調の調和を図ります。さらに、場合によ
ってはガラス等の素材を用いることによって、棟同士がつながって見えないように配慮し
ます。

(既存14号館俯瞰写真)

ルーバー屋根

外壁:レンガ(既存15号館)

11京都産業大学　マスタープラン
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14号館
最高高さ：14.200

15号館
最高高さ：14.600

新7号館（雄飛館）
最高高さ：17.656

４号館建替
最高高さ：19.950

６号館建替
最高高さ：19.850

新３・7号館建替
最高高さ：19.985

新2号館（サギタリウス館）
最高高さ：19.985
新2号館（サギタリウス館）
最高高さ：19.985

１号館建替
最高高さ：19.950

本館建替
最高高さ：14.000

天文台
最高高さ：14.900

１２号館
最高高さ：19.985

１０号館
最高高さ：19.970

１３号館
最高高さ：19.960

８号館（並楽館）
最高高さ：19.950

中央図書館
最高高さ：15.000

神山ホール
最高高さ：15.000

５号館
最高高さ：19.980

１１号館
最高高さ：19.720

第４研究室棟
最高高さ：16.510

第３研究室棟
最高高さ：14.990

第１研究室棟
最高高さ：13.359

新築上段エリア
建替建替
既存

第２実験室棟
最高高さ：14.940

第２研究室棟
最高高さ：12.650

９号館
最高高さ：14.850

書庫棟
最高高さ：14.200第5研究室棟

最高高さ：14.200

理学部棟（第6研究室棟）新築
最高高さ：14.200

16号館
最高高さ：12.650

大学院棟(人文系)新築
最高高さ：19.960

構内道路

新1号館(万有館)
最高高さ：19.491
新1号館(万有館)
最高高さ：19.491

バスターミナル玄関整備

８号館前エスカレーター

中段エリア
下段エリア

エスカレーター設置

渡り廊下設置

温室

新林間亭(茶室)

神山球技場

第2課外活動棟
最高高さ:8,600

最高高さ:16.780

第1多目的棟（新築）
最高高さ：10,000

shigeta
直線

shigeta
直線

shigeta
直線

shigeta
直線

shigeta
タイプライタ
遠望館

shigeta
タイプライタ
（真理館）
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13.本山地区・神山地区整備状況　2008～2016　（2017年10月現在）

1 Ｈ.20.10.17 下段

2 Ｈ.20.10.17 下段

3 Ｈ.20.10.17 下段

4 Ｈ.21.1.20 上段

5 Ｈ.21.1.20 中段 　　　　　

6 - 下段

7 Ｈ.22.2.5 下段

8 Ｈ.21.8.12 下段

9 下段

10 中段

11 上段

12 上段

13 下段

14 下段

15 新林間亭 下段

16 上段

17
１

次
上段

18
２

次
上段

19 下段

20 下段

【本山地区】

第2実験室棟渡り廊下増築工事

Ｗ造

地上1階
９号館周辺

6号館渡り廊下増築工事

(6号館渡り廊下・6号館北側庇)

現６号館～現8

号館間

S造

地上４階

情報技術

実験室棟敷地

ＲＣ造

地上3階、地下2階

本

山

地

区

中央図書館書庫棟増築工事

(書庫棟・第2研究室棟庇・守衛室)

新1号館(仮称)新築工事

　（万有館）

新1号館前エスカレーター新築工事

10号館渡り廊下

Ｓ造

地上1階

旧林間亭周辺

構造・仕様
（2009） （2010）

現第2実験室棟周辺
Ｓ造

地上3階

SＲＣ造

地上４階地下2階

ＲＣ造

地下2階地上3階

SＲＣ造

地下1階地上３階

旧林間亭周辺

旧林間亭周辺

土木工事

Ｓ造

地上1階

ＲＣ造

地上1階

８号館南側

ＲＣ造

地下1階地上３階

中央図書館横

新７号館(仮称)新築工事

（雄飛館）

温室棟新築工事

現７号館北側

旧林間亭周辺

新２号館（仮称）新築工事

（サギタリウス館）

新２号館渡り廊下

旧林間亭周辺

神山天文台新築工事及び　　　本

館前整備工事

ＲＣ造

地下1階地上３階

理工系学部棟（総合生命科学部）

新築工事（B棟） 渡り廊下増築工

事　（15号館）

ＲＣ造

地下1階地上３階

現本館西半分

現７号館

番号 件名 場所
地区計画

申請日
地区

温室棟建替工事②

ゴミ庫棟新築工事

理工系学部棟（コンピューター　理

工）新築工事（A棟）　（14号館）

旧林間亭周辺

構内道路整備工事

ＲＣ造地下1階地上３階、

S造地上３階

第1実験室棟増築工事

（16号館）

旧林間亭周辺

８号館前エスカレーター棟新築　工

事及び周辺道路整備工事

研究室棟新築工事（C棟）

（第５研究室棟）

平成31

（2019（2014） （2015）

平成30年平成20年 平成28年平成26年

（2012）（2008） （2018）

平成29年平成22年

（2017）（2016）（2011） （2013）

平成27年平成24年 平成25年平成23年平成21年

ＲＣ造

地上４階

現２号館

現保健管理セン

ター

S造　地上5階

S造　地上1階

３

号

館

建

替

工

事

現７号館建替え工事

第6研究室棟（仮称）新築工事

（旧称：理学部等新築工事）
旧林間亭周辺

RC造

地上4階

現３号館建替え工事 現３号館
ＲＣ造

地上5階

現３号館
S造

地上１階

エリア

1

8ヶ月 8月末竣工

12月着工

10ヶ月

2月着工

12月末竣工

8月末竣工7ヶ月

2月着工

9ヶ月

2月末竣工

8月末竣工12か月

9月着工

9ヶ月 7月末竣工

10月着工

8ヶ月 8月末竣工

12月着工

8ヶ月 8月末竣工

12月着工

5月着工

9ヶ月
6月末竣工

9月着工

2月末竣工11ヶ月

4月着工

9月末竣工3ヶ月

7月着工

9月末竣工20ヶ月

2月着工

5ヶ月 10月末竣工

5月着工

8月末竣工7ヶ月

2月着工

3月竣工22ヶ月

4月末着工

1月着工

8月末竣工12か月

9月着工

3月末竣工4ヶ月

11月着工

17ヶ月

10月着工

5月末竣工6ヶ月

12月着工

13ヶ月8月着工

3月末竣工6ヶ月

10月着工

■整備計画のスケジュール

1 Ｈ.20.10.17 下段

2 Ｈ.20.10.17 下段

3 Ｈ.20.10.17 下段

4 Ｈ.21.1.20 上段

5 Ｈ.21.1.20 中段 　　　　　

6 - 下段

7 Ｈ.22.2.5 下段

8 Ｈ.21.8.12 下段

9 下段

10 中段

11 上段

12 上段

13 下段

14 下段

15 新林間亭 下段

16 上段

17
１

次
上段

18
２

次
上段

19 下段

【本山地区】

第2実験室棟渡り廊下増築工事

Ｗ造

地上1階
９号館周辺

6号館渡り廊下増築工事

(6号館渡り廊下・6号館北側庇)

現６号館～現8

号館間

S造

地上４階

情報技術

実験室棟敷地

ＲＣ造

地上3階、地下2階

本

山

地

区

中央図書館書庫棟増築工事

(書庫棟・第2研究室棟庇・守衛室)

新1号館(仮称)新築工事

　（万有館）

新1号館前エスカレーター新築工事

10号館渡り廊下

Ｓ造

地上1階

旧林間亭周辺

構造・仕様
（2009） （2010）

現第2実験室棟周辺
Ｓ造

地上3階

SＲＣ造

地上４階地下2階

ＲＣ造

地下2階地上3階

SＲＣ造

地下1階地上３階

旧林間亭周辺

旧林間亭周辺

土木工事

Ｓ造

地上1階

ＲＣ造

地上1階

８号館南側

ＲＣ造

地下1階地上３階

中央図書館横

新７号館(仮称)新築工事

（雄飛館）

温室棟新築工事

現７号館北側

旧林間亭周辺

新２号館（仮称）新築工事

（サギタリウス館）

新２号館渡り廊下

旧林間亭周辺

神山天文台新築工事及び　　　本

館前整備工事

ＲＣ造

地下1階地上３階

理工系学部棟（総合生命科学部）

新築工事（B棟） 渡り廊下増築工

事　（15号館）

ＲＣ造

地下1階地上３階

現本館西半分

現７号館

番号 件名 場所
地区計画

申請日
地区

温室棟建替工事②

ゴミ庫棟新築工事

理工系学部棟（コンピューター　理

工）新築工事（A棟）　（14号館）

旧林間亭周辺

構内道路整備工事

ＲＣ造地下1階地上３階、

S造地上３階

第1実験室棟増築工事

（16号館）

旧林間亭周辺

８号館前エスカレーター棟新築　工

事及び周辺道路整備工事

研究室棟新築工事（C棟）

（第５研究室棟）

平成31

（2019（2014） （2015）

平成30年平成20年 平成28年平成26年

（2012）（2008） （2018）

平成29年平成22年

（2017）（2016）（2011） （2013）

平成27年平成24年 平成25年平成23年平成21年

ＲＣ造

地上４階

現２号館

現保健管理セン

ター

S造　地上5階

S造　地上1階

３

号

館

建

替

工

事

現７号館建替え工事

現３号館建替え工事 現３号館
ＲＣ造

地上5階

現３号館
S造

地上１階

エリア

※今回申請分の建物概要については仮とする。

※計画建物スケジュールは多少の前後があるものとする。

8ヶ月 8月末竣工

12月着工

10ヶ月

2月着工

12月末竣工

8月末竣工7ヶ月

2月着工

9ヶ月

2月末竣工

8月末竣工12か月

9月着工

9ヶ月 7月末竣工

10月着工

8ヶ月 8月末竣工

12月着工

8ヶ月 8月末竣工

12月着工

5月着工

9ヶ月
6月末竣工

9月着工

2月末竣工11ヶ月

4月着工

9月末竣工3ヶ月

7月着工

9月末竣工20ヶ月

2月着工

都市計画法第５８条の２
（地区計画）による届出済

5ヶ月 10月末竣工

5月着工

8月末竣工7ヶ月

2月着工

直近の申請建物 3月竣工22ヶ月

4月末着工

8月末竣工12か月

9月着工

3月末竣工4ヶ月

11月着工

17ヶ月

10月着工

5月末竣工6ヶ月

12月着工

15 新林間亭 下段

16 上段

17
１

次
上段

18
２

次
上段

19 下段

20 下段

21
１

次
上段

22
２

次
上段

下段

下段

24
2

次
下段

25 上段

26 中段

27 中段

28 中段

A
神

山
中段

【神山地区】

Ｗ造

地上1
９号館周辺

ＲＣ造

地下1階地上４階

ブリッジ架橋工事

新２号館（仮称）新築工事

（サギタリウス館）

新２号館渡り廊下

バスプール全体

総合インフォメーション

センター新設工事
バスプール内

バスターミナル化工事

駐輪場工事

現７号館

６号館建替工事 現６号館

現本館東半分

温室棟建替工事②

本館建替工事
ＲＣ造

地上３階

大学院棟（人文系）新築工事 １３号館横敷地

４号館建替工事 現４号館

バスレーン６台

屋根付待合

駐輪場

ＲＣ造

地上４階

ＲＣ造

地上４階

１

次

現２号館

現保健管理セン

ター

S造　地上

S造　地上

ＲＣ造

地上４階

Ｓ造地上２階１棟

ＲＣ造地上１階１棟

３

号

館

建

替

工

事

現７号館建替え工事

現1号館
ＲＣ造

地上４階

第6研究室棟（仮称）新築工事

（旧称：理学部等新築工事）
旧林間亭周辺

RC造

地上4

23

ＲＣ造

地上４階

鞍馬街道

（上空通路）

車道巾（歩道兼用）

６m

バ

ス

プ

ル

玄

関

整

備

現３号館建替え工事 現３号館
ＲＣ造

地上5

本

山

地

区

現1号館

現３号館
S造

地上１階

第３課外活動棟 テニスコート
S造

地上

1

号

館

Ⅱ

期

建

替

工

事

現1号館建替え工事①

現1号館建替え工事②

■整備計画のスケジュール

1 Ｈ.20.10.17 下段

2 Ｈ.20.10.17 下段

3 Ｈ.20.10.17 下段

4 Ｈ.21.1.20 上段

5 Ｈ.21.1.20 中段

6 - 下段

7 Ｈ.22.2.5 下段

8 Ｈ.21.8.12 下段

9 下段

10 中段

11 上段

12 上段

13 下段

14 下段

15 新林間亭 下段

16 上段

17
１

次
上段

18
２

次
上段

19 下段

【本山地区】

第2実験室棟渡り廊下増築工事

Ｗ造

地上1
９号館周辺

6号館渡り廊下増築工事

(6号館渡り廊下・6号館北側庇)

現６号館～現8

号館間

S造

地上４階

情報技術

実験室棟敷地

ＲＣ造

地上3階、地下

本

山

地

区

中央図書館書庫棟増築工事

(書庫棟・第2研究室棟庇・守衛室)

新1号館(仮称)新築工事

　（万有館）

新1号館前エスカレーター新築工事

10号館渡り廊下

Ｓ造

地上1

旧林間亭周辺

構造・仕様

現第2実験室棟周辺
Ｓ造

地上3

SＲＣ造

地上４階地下

ＲＣ造

地下2階地上

SＲＣ造

地下1階地上３階

旧林間亭周辺

旧林間亭周辺

土木工事

Ｓ造

地上1

ＲＣ造

地上1

８号館南側

ＲＣ造

地下1階地上３階

中央図書館横

新７号館(仮称)新築工事

（雄飛館）

温室棟新築工事

現７号館北側

旧林間亭周辺

新２号館（仮称）新築工事

（サギタリウス館）

新２号館渡り廊下

旧林間亭周辺

神山天文台新築工事及び　　　本

館前整備工事

ＲＣ造

地下1階地上３階

理工系学部棟（総合生命科学部）

新築工事（B棟） 渡り廊下増築工

事　（15号館）

ＲＣ造

地下1階地上３階

現本館西半分

現７号館

番号 件名 場所
地区計画

申請日
地区

温室棟建替工事②

ゴミ庫棟新築工事

理工系学部棟（コンピューター　理

工）新築工事（A棟）　（14号館）

旧林間亭周辺

構内道路整備工事

ＲＣ造地下1階地上３階、

S造地上３階

第1実験室棟増築工事

（16号館）

旧林間亭周辺

８号館前エスカレーター棟新築　工

事及び周辺道路整備工事

研究室棟新築工事（C棟）

（第５研究室棟）

ＲＣ造

地上４階

現２号館

現保健管理セン

ター

S造　地上

S造　地上

３

号

館

建

替

工

事

現７号館建替え工事

現３号館建替え工事 現３号館
ＲＣ造

地上5

現３号館
S造

地上１階

エリア

A
神

山

2

【神山第二地区】

新追分寮 追分寮横
RC造

地下2階地上4階
7月竣工16ヶ月3月末着工
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14.眺望景観について

上賀茂神社

本山地区

神山地区

神山

丸山

小丸山

神山第2地区

N

上賀茂神社の
近景デザイン保全区域（変更前）

敷地境界線

保全区域
上賀茂神社の
近景デザイン保全区域

視点場
視点場
視点場(変更前)

遠景デザイン保全区域の「清水寺」「修学院離宮」からは本山をはじめとした大学周辺の山にさえぎられ，まったくキャンパスが見えません。
近景デザイン保全区域としては「上賀茂神社」がありますが， 
  ①「上賀茂神社」「丸山」「小丸山」からは、ゴルフ場との境界付近において一部上段エリアの建物の屋根が見えますが、それ以外の場所では樹木でさえぎられ、キャンパスが 
       見えません。
  ②「神山」からは、神山周辺の樹木にさえぎられ、キャンパスが見えません。
       したがいまして、眺望景観には影響がありません。

N

附近見取図

本山地区

北山

神山地区

京都産業大学

本山
▲丸山

▲ 小丸山
神宮寺山

清水寺

修学院離宮

▲
▲

賀茂川

上賀茂神社

神山

丸山

上賀茂神社

上賀茂神社

▲
▲

▲

▲
▲

丸山



15.キャンパスが見える箇所の確認

本山キャンパス上段
の施設が見える地域
本山キャンパス中段
の施設が見える地域
本山キャンパス下段
の施設が見える地域

敷地境界線

　 周辺地域における実際のキャンパスの見え方を高さ方向に分類するとキャンパス全体が見える場所から、キャンパス上部の施設だけが見える場所までいくつかの種類に分け 
     られます。このことは、本学キャンパスが本山裾野の起伏に富んだ場所に位置していること、周辺敷地が賀茂川を挟み東西両方に山々が連なる地形になっていることからです。
　 キャンパスが見える箇所の確認にあたっては、キャンパス上段部分、中段部分、下段部分が見える範囲を確認し、賀茂川左岸4カ所、右岸10カ所を選定しました。この14か所から
　計画に合わせてその都度シュミレーション箇所を選定します。

N

①：西賀茂下庄田町

賀茂川右岸（西賀茂） 賀茂川左岸（本学側）

⑥：西賀茂橋 →次ページ拡大⑤：西賀茂北鎮守菴町 ⑦：釈迦谷山 ⑨：紫野西泉堂町

⑭：京都ゴルフ倶楽部

⑩：船岡山公園

⑬：上賀茂壱町口町 →次ページ拡大

⑧：鷹峰

⑪：上賀茂西後藤町

⑫：上賀茂東上之段町②：西賀茂蟹ヶ坂町

③：船山（京都ゴルフ倶楽部内）→次ページ拡

④：西賀茂北川上町 →次ページ拡大

⑭

⑪
⑬

⑥

④
③

⑫

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

②

①
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▲

▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲
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景観シミュレーション選定箇所

①：西賀茂下庄田町 ②：西賀茂蟹ヶ坂町

③：京都ゴルフ倶楽部舟山コース ④：西賀茂北川上町 
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景観シミュレーション選定箇所

⑥：西賀茂橋⑤：西賀茂北鎮守菴町

⑦：釈迦谷山 ⑧：鷹峰
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景観シミュレーション選定箇所

⑨：紫野西泉堂町 ⑩：船岡山公園

⑪：上賀茂西後藤町 ⑫：上賀茂東上之段町
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景観シミュレーション選定箇所

⑭：京都ゴルフ倶楽部上賀茂コース⑬：上賀茂壱町口町


